
夢のつばさプロジェクト 2017 年秋の交流会 学生報告書 

 

【日程】2017 年 10 月 15 日（日） 

【場所】仙台市青葉区三本松市民センター、西公園 

【参加者】子ども 18 名（小学生 7 名、中高生 11 名）、学生ボランティア・OBOG  

23 名、社会人スタッフ３名、保護者２名 

 

◆2017 年秋の交流会について                       

 

 夢のつばさプロジェクトの秋の交流会は今回が 4 回目となりました。直前まで当日の天

候が心配されましたが、雨も降ることなく、無事に外での企画も行うことができました。 

 今回は、午前中に三本松市民センターでレクリエーションゲームを行い、午後には西公

園で運動会を行いました。また、三本松市民センターでの企画中、数名の学生スタッフと

社会人スタッフが保護者の方たちとの懇談会を行いました。以下に詳細をご報告いたしま

す。 

 

◆タイムスケジュール・詳細                        

 

時間 子どもたちの動き 保護者会の動き 

10:15 

10:40 

11:20 

11:30 

12:15 

13:00 

14:00 

14:05 

15:40 

16:10 

16:20 

子どもたち 仙台駅集合 

仙台駅 発 

三本松市民センター 着 

小さな社会…① 

昼食（お弁当） 

三本松市民センター 発 

西公園 着 

運動会…② 

西公園 発 

仙台駅 着 

解散 

 

 

 

 

11:30~13:00 

保護者懇談会…③ 

 



①小さな社会 

 ３チーム対抗で「小さな社会」という

ゲームを行いました。ハサミや三角定規、

コンパスを使って図形を作り、それをお

金に交換してどれだけお金を集められた

かを競いました。自分のチームにあらか

じめ配られた材料では足りないものを、

他のチームから買ったり物々交換したり

してそろえ、指定された寸法の図形を作

ります。ルールがやや難しく、特に小学生が楽しんでくれるか不安に思っていましたが、

子どもたち一人一人が自分の役割を見つけて熱心に取り組んでくれました。形を描く子、

それをハサミで切る子、他のチームに交渉へ行く子やお金に交換してもらいに行く子など、

チームの中で分担して取り組む姿が見られました。 

 

②運動会 

 西公園に移動して、午前と同じチームで、ドッチビー・障害物競走・玉入れ・リレーの

４種目を競いました。 

 ドッチビーでは、フリスビーを投げるのに苦

戦しながらも、みんな楽しんで体を動かしてい

ました。特に低学年の子が積極的にフリスビー

を投げていました。 

障害物競走では、ひものハードル→なわとび

→スプーンでボール運びというコースに挑戦

しました。学生・子ども関係なく、みんな本気

で競争し、アンカーまでつないでいました。 

玉入れでは、学生が制作した新聞紙のボールを

用いて、学生が持つ箱に向かって玉を投げ入れま

した。1 回戦は箱を動かさず、2 回戦は箱を様々

に動かして行いましたが、どちらも子どもたちが

ボールを入れるのが上手で、予想以上の得点とな

りました。 

そして、学生・子どもが混ざってリレーを行いました。それまでたくさん運動しました



が、子どもたちは疲れている様子も見せず、真剣勝負をしていました。 

 最後に、一日を通した得点の合計を発表し、順位に応じて景品のお菓子をプレゼントし

ました。1 位になれなくて悔しがっている子もいて、一生懸命取り組んでくれたことが伺

えました。 

 

③保護者懇談会 

 子どもたちが「小さな社会」の企画を行っている間、同じ市民センター内の会議室では

保護者懇談会を開催しました。保護者の方２名、大学生ボランティア２名、社会人スタッ

フ１名の計５名が参加しました。キャンプではなかなか見られない子どもたちの一面や学

校での様子について知ることができ、貴重な機会となりました。またキャンプで撮った写

真のアルバムをよく見返しているというお話を伺い、キャンプ以外の場でも夢のつばさの

ことを思い出してくれていることをとても嬉しく感じました。今後とも、子どもたちのみ

ならず保護者のみなさまとの交流も大切にしていけたらと思います。 

 

◆秋の交流会を終えて                           

 

 今回の秋の交流会では、最年少は小学 1 年生の子から、上は高校 3 年生、今年仙台の専

門学校に入学した卒業生も集って、楽しいときを過ごしました。夢のつばさに参加する子

どもたちの年齢層が広がり、みんなが楽しめる企画を考えるのが難しくなってきましたが、

「冬キャンプも楽しみにしてる！」という子どもたちの声を聞き、これからも夢のつばさ

が子どもたちの拠り所となるように努力していきたいと感じました。子どもたちの意見も

取り入れながら、社会人スタッフの方たちとも協力して充実したキャンプを作っていけた

らと思います。 

 最後に、ご参加くださった保護者の方々や、いつも夢のつばさの活動を支援してくださ

っている皆様に感謝申し上げます。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

 

      大学生ボランティア秋の交流会統括 お茶の水女子大学 2 年 松平祐美子 


